
厳
し
い
年
貢
の
取
り
立
て
の
中
、
一
人
で
も
労
働
力
の
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
身
内
に

多
く
の
出
家
者
を
出
し
、
ま
た
嫡
男
を
も
出
家
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
忠
興
の
治
世
に
対
し
農
民
を
か
ば
っ
た

代
官
ク
ラ
ス
の
中
間
管
理
職
的
役
職
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
祐
天
は
出
家
す
る
ま
で
に
こ
の

よ
う
な
父
母
の
思
想
を
見
聞
き
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
、
の
ち
に
菩
提
寺
を
多
額
の
費
用
を

か
け
て
再
興
し
、
両
親
の
墓
を
作
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
う
る
の
で
あ
る
。

こ
の
出
家
の
背
景
は
推
測
の
域
を
出
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
片
田
舎
の
漁
師
町
に
生
ま
れ
た
少
年
は

近
く
の
名
越
派
の
寺
院
で
は
な
く
、
伯
父
の
つ
て
を
た
ど
っ
て
遠
く
離
れ
た
大
檀
林
増
上
寺
へ
と
向
か
っ
た

の
で
あ
る
。

●
第
三
節
　
檀
通
上
人
へ
の
随
身
時
代

第
一
項
　
祐
天
の
入
寺

『
略
記
』
に
よ
れ
ば
祐
天
は
十
二
歳
に
し
て
増
上
寺
塔
頭
壽
光
院
休
波
の
も
と
に
連
れ
ら
れ
、
休
波
は

「
与ヘ

テ
二

之レ
ヲ

于
会
下ノ

豪
傑
明
誉
檀
通
上
人ニ
一

而
為
二

弟
子ト
一

」
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
寛
永
九
年
の
「
所
化
入
寺
掟
之
事
」（『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
昭
和
五
十
八
年
、
一
一
八

頁
）
に
よ
れ
ば
、「
十
五
歳
已
前
者
無
用
之
事
」
と
あ
り
、
十
五
歳
未
満
の
者
は
入
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い





る
。
こ
の
矛
盾
に
答
え
る
た
め
に
、
当
時
の
入
寺
の
状
況
を
概
観
し
祐
天
の
立
場
を
考
え
て
み
た
い
。

諸
檀
林
の
入
寺
に
関
す
る
研
究
は
、『
浄
全
』
二
十
巻
収
載
の
「
浄
土
宗
史
」（
六
二
九
頁
）、
長
谷
川
匡
俊

氏
〔「
増
上
寺
所
蔵
〈
入
寺
帳
〉
の
研
究
」（
以
下
「
入
寺
帳
」）
１
、
２
、
３
そ
れ
ぞ
れ
『
長
谷
川
仏
教
文
化

研
究
所
研
究
年
報
』
九
（
昭
和
五
十
七
年
、
一
七
頁
）、『
仏
教
と
社
会
事
業
と
教
育
と
』（
昭
和
五
十
八
年
、

三
一
九
頁
）、『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
十
一
（
昭
和
五
十
九
年
、
三
十
九
頁
）〕
に
よ
っ
て
な
さ
れ

て
い
る
。

祐
天
の
初
入
寺
の
年
は
伝
記
か
ら
慶
安
元
年
で
あ
り
先
の
掟
書
が
出
さ
れ
て
か
ら
十
六
年
、
休
波
が
壽
光

院
主
に
な
る
七
年
前
（「
縁
山
志
」
六
『
浄
全
』
十
九
、
三
七
三
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
ま
だ
入
寺
定
員
に

も
定
め
が
な
く
、
ま
た
時
期
的
に
も
い
つ
で
も
入
寺
で
き
た
時
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

入
寺
に
関
す
る
規
定
を
『
増
上
寺
史
料
集
』
な
ど
よ
り
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

様
子
見
悪
か
た
わ
も
の
、
付
、
三
経
不
読
僧
者
無
用
之
事

他
宗
他
門
諸
勧
進
之
類
、
縦
帰
依
た
る
と
い
ふ
共
無
用
之
事

於
諸
山
毎
年
初
入
寺
之
僧
致
著
帳
、
正
月
参
府
之
節
増
上
寺
江
可
被
収
之
事

初
入
寺
之
僧
、
十
五
歳
以
前
不
可
有
許
容
事
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（「
所
化
入
寺
掟
之
事
」
寛
永
九
年
、

一
一
八
頁
）

（「
檀
林
拾
七
箇
條
」
寛
文
十
一
年
、

一
五
六
頁
）



自
今
以
後
、
於
初
来
之
僧
、
従
能
化
入
寺
之
年
月
日
慥
ニ
書
付
判
形
可
被
下
候
、
若
判
形
無
所

持
所
化
者
、
可
為
衆
外
事

於
為
諸
檀
林
能
化
剃
髪
之
弟
子
者
、
当
山
入
寺
可
許
之
、
若
弟
子
分
之
者
、
為
直
弟
之
旨
偽
於

令
入
寺
者
、
雖
為
免
許
以
後
、
可
及
追
放
者
也
、
此
旨
永
　
不
可
有
違
背
之
状
如
件

江
戸
五
箇
所
之
檀
林
へ
新
来
之
所
化
員
数
、
増
上
寺
へ
七
拾
人
、
伝
通
院
へ
五
拾
人
、
霊
巖
寺
・

幡
随
院
・
霊
山
寺
へ
三
拾
人
宛
可
限
之
事

こ
の
よ
う
に
、
祐
天
入
寺
後
、
徐
々
に
規
則
が
整
備
さ
れ
入
寺
も
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
時
代
が
下
っ
て
い
く
と
、
入
寺
も
正
月
十
一
日
に
籤く

じ

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

七
十
僧
入
寺
之
前
ニ
、
大
僧
正
御
似
我
并
寺
内
直
弟
入
寺
御
免
若
願
出
有
之
候
得
者
、
月
番
江

書
付
出
之
、
次
於
役
所
七
十
僧
之
鬮
拵
之
、（
後
略
）

「
浄
土
宗
史
」
中
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
下
駄
は
か
せ
」（『
浄
全
』
二
十
、
六
三
〇
頁
）
に
よ
る
も
の
か



（「
諸
檀
林
能
化
直
弟
之
分
御
当
山
入
寺

免
許
定
書
」
天
和
元
年
、
一
七
四
頁
）

（「
貞
享
二
年
の
定
書
及
下
知
状
」、『
浄

全
』
二
十
、
五
八
三
頁
）

（『
増
上
寺
史
料
集
』
第
二
巻
「
年
中
行

事
」
二
六
頁
）

（「
諸
檀
林
会
合
相
談
之
覚
」
寛
文
十
二

年
、
一
六
〇
頁
）



ど
う
か
断
定
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
祐
天
は
増
上
寺
へ
の
入
寺
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

『
実
録
下
書
』
に
よ
る
と
剃
髪
は
檀
通
の
も
と
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、
正
式
な
入
寺
は
檀
通
の
弟
子
と
し

て
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
祐
天
と
い
う
名
も
そ
の
と
き
い
た
だ
い
た
の
で
あ
ろ
う
（『
開
山
行
状
』、『
行
状
記
』）。

檀
通
は
「
浄
土
傳
燈
總
系
譜
」（『
浄
全
』
十
九
、
七
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
随
波
の
法
弟
で
あ
る
。
随
波
は
、

観
智
国
師
よ
り
廓
山
・
了
的
・
了
学
・
随
波
と
続
く
伝
法
上
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
（
越
智
専
明
『
浄
土

宗
傳
法
沿
革
』
あ
る
い
は
『
浄
全
』
二
十
、
五
六
九
頁
）。
の
ち
に
『
大
樹
帰
敬
録
』
と
い
う
本
の
成
立
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の
伝
法
の
流
れ
は
祐
天
に
ま
で
確
実
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
檀
通
は
、「
袋
谷
檀
通
師
」
と
『
縁
山
志
』
中
の
祐
天
伝
に
あ
る
の
で
、
学
寮
に
住
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

『
増
上
寺
史
料
集
』（
一
、
一
三
三
頁
）
に
「
惣
月
行
事
名
目
衆
部
転
時
座
次
定
書
」
と
い
う
文
書
が
出
て

い
る
が
、
こ
の
文
書
よ
り
慶
安
二
年
に
は
檀
通
は
十
二
行
事
中
の
首
座
す
な
わ
ち
学
頭
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。『
行
状
記
』
に
は
、
祐
天
が
弟
子
入
り
し
た
の
ち
「
臘
満
ち
徳
を
重
て
縁
山
の
学
頭
に
進
み
玉
ひ
」

「
館
林
善
導
寺
住
職
の
上
意
を
蒙
」
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
弟
子
入
り
し
た
と
き
か
ら
学
頭
、

少
な
く
と
も
上
座
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
祐
天
は
檀
通
を
首
座
と
す
る
袋
谷
の
学

寮
に
入
寮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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